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加西ふるさとミーティング 2017 夏 質問等一覧 

 
市内 10 小学校区で開催しましたタウンミーティングでは、「市民が求める病院、地域に必要な医療とは」と題し、自治会運営を担

われている皆さまを中心に参加していただきました。会場でお聞きした提案や意見をお知らせします。 
 今後の病院運営に可能な限り反映させてまいります。 
 

校区名 開催日時・場所 参加者数 

九会小学校区 
７月６日（木）19:30～21：00 

農村環境改善センター 
39 名 

タウンミーティングでのご意見 
No 意 見 概 要 回  答 
1 
 

加西病院は、新聞記事にあった加東市民病院の療養

型のような利用をしようと思われているのか。加西

病院が生き残りをかけた対策はどのようなものか。 

兵庫県では、急性期病院を減らし、回復期病院を増やす方向です。 

現在、加西病院は、５病棟あり、その内１病棟を回復期病棟にしていま

す。今後、回復期病棟を２病棟にして、患者の受け入れを多くしていき、

急性期機能を今後も維持していきつつ、今後の加西病院のよりよい方向

性を見出していくことです。これを失えば、地域の医療が大きく低下す

ることは避けられないと考えています。そして、公共病院は、皆様の利

用がなくなれば、確実に閉鎖の方向に向かいます。 

2 加西病院は、設備が整っているのに、もっとうまく

活用できないのか。 

 

加西病院には、設備は整っていますがそれを使いこなせる医者が不足し

ています。現在は、非常勤の医師等により、穴埋めをしている状態で、

医者を集めるのが大変困難な状況です。大学のコントロールが強い時代

は、教授に頼めば何とかなりましたが、現在は、加西病院が医師にとっ

て魅力がなければ来てくれません。 



2 
 

3 開業医は、75 歳以上の利用者が非常に多い。一方、

加西病院は、アクセスが悪いから高齢者の利用が減

っているのではないのか。 

外来患者を開業医と取り合う気はなく、かかりつけ医を優先に考えてい

ます。入院が必要な患者には病院に紹介してもらい、加西病院は、専門

性の高い病院として機能を発揮していきたい。 

また、交通アクセスが悪いので加西病院にいけないとは考えにくい。加

西病院に行きたい人の交通アクセスは果たされていると考えています。 

 
4 入院して感じることは、看護師は挨拶してくれるが、

研修医は挨拶をしない。 
 
 

新人にはオリエンテーションで説明しています。病院では接遇研修を毎

年行っていますが、慣れてくると挨拶がおろそかになる。サービス向上

委員会で「挨拶」「電話対応」「困った方への声かけ」等のキャンペーン

を行って、職員に周知していますが、今後も継続して指導します。 

5 研修医を 2 年育てても、その後は他の病院に行って

しまう。患者は研修医に医療行為をしてもらい慣れ

ていないので痛い思いだけすることになる。 
 

初期の２年間の研修生は集まっていますが、後期３年間の研修医師が少

ない状況です。後期研修医に残ってもらう努力をしていきます。 

6 病室の掃除をする時、いきなり入ってきて四角い部

屋を丸く掃除していく。きちんと掃除できないなら

してもらわなくてもいい。 

委託業者にお願いしているので指導します。 

7 受入先が決まっており、受入先の病院が救急車を利

用するようにとの指示を受け呼んだのに、来てから

出発までの時間が非常に長いがなぜか。 

 

具体的内容が判らないので判断できませんが、救急車は、症状に応じて

受入先を探し、受入先が決まるまで出発できません。救急先を探すのは

大変なことで、時間がかかることは、ある程度仕方がないと考えます。 
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8 市内の開業医にかかっている。他の病院に行くよう

に言われて,加西病院か北播磨医療センターを勧めら

れた。どう違うのか聞くと、加西病院でできなけれ

ば北播磨に紹介してくれると思うよと言われた。そ

う言われれば北播磨に行きたいと答えた。本当のと

ころはどうなのか。 

開業医のスタッフ等から、そのように思われているのは残念です。眼科

でも、内科でもほとんどのことは対応でき、無い診療科はともかく、一

般的な救急に対応した病院に劣っているとは考えられません。安心して、

受診してください。 

加西病院では、循環器内科を中心に非常に高いレベルを維持しています。

眼科では、腕のいい先生がおられ大学病院並みのレベルであり、産婦人

科においても医師は 3人おり、お産が可能になりました。 

加西病院は、３６５日、24 時間、チームで稼働しており、この病院が加

西の真ん中にあるということで、市民の安心に大きく貢献しています。 

このような体制を維持することは、大変な努力が必要です。加西病院は

力のある病院であり、市民の皆様に愛されることで存続していくことに

なります。反対に利用しなくなればなくなってしまいます。 

 
 


